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で、建築家になろう」と変わっていったんです。で、家

族からは芸大を受けろと言われまして、当時は倍率が

60倍という時代でしたが、2回トライしたんですよ、芸

大に。公立に行きなさいというわけです。

古谷｜そうすると最初は芸大一本やりで挑戦をされて

いたわけですね。

伊丹｜うるさい姉がいましてね、「私は京大か東大卒し

か付き合わない」というわけです。姉は、当時、学生運

動の先端にいました。そのうち、「うちにはお金がない

んだから、これ以上の浪人は勘弁してくれ」と言われま

してね、あれには参りました。それで当時、授業料が

安かった私学を調べて、どうにか武蔵工業大学に入

ったんです。でもね、ジャズ喫茶に浸りきっていて、授業

はさぼりっぱなしでした。

古谷｜じゃあ、だいぶ時間がかかりましたか、卒業され

るまでに。

伊丹｜いや、ストレートで卒業しました。しかし、結構不

良でしたね。

古谷｜いきなり核心の話から始まってしまいましたね。

お姉さんはそういう闘争世代で、一方、伊丹さんはジ

ャズ喫茶に入り浸っている生活をされていたわけです

ね。ジャズの話は、墨の家や他の作品をつくられた時

の資料にも出てきますし、相当、お好きなことは端々で

分かるんですが、主に誰の、どんなものを？

伊丹｜僕はモダンジャズだったんです。（セロニアス・）モン

クに始まってあらゆるものを…。音を聞いただけでピア

ノの（ホレス・）シルバー、トランペットの（マイルス・）デイビ

ス、サックスの（ソニー・）ロリンズ…なんかを聞き分けるぐ

らいでした。とんでもない先輩が清水にいましてね。内

田（修）先生というお医者さんなんですが、僕が浪人し

ている時は、いつも病院の自分の部屋に連れて行って

くれて、押入れを開けるとレコードジャケットがダーッと

並んでいる。今は有名なジャズ評論家なんですが、お

そらくNHKよりたくさんの輸入盤レコードを持ってい

たんじゃないでしょうか。それを嫌というほどジャンジャ

ン聞かされて、それが麻薬になっちゃったんですね。

古谷｜当時のジャズ喫茶ですからレコードですよね。

伊丹｜そう、レコードで鍛えられて東京に出て来ました

から、たまったものじゃないわけですよ、聞かないと落

ち着かない。もうジャズという麻薬に犯されてしまった。

それで学校とジャズ喫茶を行ったり来たりして、ジャズ

を聞きながら一生懸命スケッチをしていました。それで

ね、ちょうど大学の卒業間際ですが、自由が丘に「ニュ

ーオリオン」という有名な喫茶店がありまして、そこの

専務が僕のスケッチを見て「君、この店を改装してみ

ないか」と言うわけですよ。そこは有名な喫茶店なん

ですよ。僕は小遣いも欲しいし、自信もありましたから、

「ぜひ、やらせてください」ということで、設計料なんて

聞きもせず、必至で図面を描いたんです。今、考えると

奇遇なんですが、当時、境沢孝さん［6］という有名なイ

ンテリアデザイナーがいて、その人の姪が僕らの友だ

ちのガールフレンドだったんです。その彼女が、僕が描

いた図面を「おじさんに見せていい？」と言うんですね。

「こんな図面をおじさんに？ おじさんはどういう人な

の？」と聞いたら、「境沢孝」と言うわけです。言われて

も当時の僕は全然分かりませんでしたけど、聞くところ

によると、倉俣史朗とか内田繁の先生で、大変有名な

方だったんですよ。その境沢さんが、僕のスケッチを

見て「こいつはモノになる」と言ったらしいんです。後

で聞いたんですが、びっくりしました。フリーハンドでペ

ン画風に描いただけの図面なんですが、えらく境沢さ

んに褒められたらしいです。それから「ニューオリオ

ン」は原宿にも進出したんですが、「うちの会社の嘱

託になれ」って言われましてね…。

古谷｜じゃあ最初に描いたスケッチの案は、実現したわ

けですね。

伊丹｜はい。僕はある意味では日本と韓国の在日2世な

ので、当時は就職が難しかったんですね。また、武蔵工

あたりは求人がきてもゼネコンばかりで、設計事務所は

1―2社程度だったんです。うちからの仕送りは当分望め

ないし、就職もできないという状況で、半年、1年とやっ

ていく中で、まず喫茶店の設計をやらせてもらったこと

が、当時の僕の大きな力になったといえますね。店舗と

いうのは非常に感覚的なもので難しいんですよ。最近

はお互いに忙しくて会えないですが、安藤忠雄氏とか

石井和紘氏なんかとも、そんな話をしたことがあります。

僕はスタッフによく言うんですよ。「店舗ができれば住宅

の設計ができる。店舗は住宅設計の原点だ」と。そのう

ちに、店舗の仕事もだんだん増えていったんです。

古谷｜今おっしゃった、店舗ができれば住宅もできる…、

その時の店舗というのは、たぶん、いわゆる普通の建

築に比べると、インテリアが多いし、もうちょっと抽象的

なものとしてつくる場合が多いですから、これは建築

でもあるけれども、よりアートに近い。そういう側面もあ

るように思うんですけど。

伊丹｜ありますね。

古谷｜もともと、伊丹さんは、割合アート寄りの中で育っ

てこられたから、最初は“建築全体の中での店舗”とい

う見方をしているわけではない。ですから、とりあえず

目の前にある仕事として、ずっと店舗にかかわってこら

れたと思います。それは、その後どういうふうに影響し

たと思われますか？

伊丹｜僕は内田繁さんともそれに近い話をしたことがあ

りますが、店舗というのは、ある意味で現代美術の先
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モダニズムの証言者として…
─

古谷｜この対談は今回でおふたり目ですが、編集部の

趣旨は「最後のモダニストたちの証言を集めよう」とい

うシリーズでありまして、私が対談の聞き手を務めさせ

ていただいております。これをまとめますと、大変貴重

なものになると思っています。その第2回目に、待望の

伊丹さんにご登場いただきました。

伊丹｜僕は今まで日の当たる場所に置かれたことがな

いものですからね（笑）。自分ではいつも“アヴァンギャル

ド・アウトサイダー”と言っているんです。モダニズムの

最後の部類に入れていただいたことは、とてもうれし

いです。やはりどうしても脱げきれないですからね。日

本のモダニズムは西洋型モダニズムと違ってモニュメ

ンタルで、それを僕は“貌
ぼう

”と呼んでいるんです。そこか

ら装飾を排して日本的なものを織り混ぜたものが、日本

的モダニズムと勝手に解釈しているんですけど。

古谷｜その“ぼう”は風貌の貌ですか。

伊丹｜そうです。“貌”を常に求めている。これはやはり

東洋哲学からきている東洋精神、世襲文化だと思う

んです。ただヨーロッパの場合は、エコール・デ・ボザ

ールという古典的なものを引きずってきたのに対して、

CIAMでル・コルビュジエたちは、モダニズム的なこと

をすべて機械に置き換えて、装飾を排していこうという

理念だった。僕もパリに1年近くいましたけど、エコー

ル・デ・ボザールというのは、やはりすごい伝統で、あ

れに立ち向かった、相対して対立した当時のル・コル

ビュジエたちは相当すごかったんでしょうね。それでた

ぶん、その後に日本でも槇（文彦）さんとか菊竹（清訓）さ

んとか黒川（紀章）さんたちが…。

古谷｜メタボリズム…。

伊丹｜そうです、「塔状都市」とか「海上都市」の理論

を展開する。その頃はまだ僕は学生時代でチラチラと

聞いていただけで、ひたすら現代美術の世界に入り

込んじゃったんです。僕の周りがまた周りで、関根伸夫
［1］とか 李禹煥［2］、石子順造［3］、郭仁植［4］、上田雄

三［5］らがいたんです。石子順造氏はご存じですか、

美術評論家の。

古谷｜はい、お名前は…。

伊丹｜あの方がいなかったら、たぶん、僕は絵の方にい

っていたと思うんです。「あなたはやはり建築にいった

方がいいんじゃないか。もう一度、建築を考えた方が

良い…」と言ってくれた。僕の最初の仕事は店舗のイ

ンテリアから始めたんです。当時、黒川さんが赤坂でタ

イムというディスコテークをやられたんです。それに対し

て僕は、「パルス･ビート」［1970］というディスコテークのイ

ンテリアをデザインしました。パルス･ビートは鼓動とい

う意味なんですが、僕は店舗を“演劇空間”という捉え

方をしたんです。あれが僕の原点だったと思います。そ

こから「墨の家」［1975］に入っていったような気がする

んです。

古谷｜パルス･ビートを設計されたのは、70年頃の話

ですよね。

伊丹｜そうです。

古谷｜伊丹さんは、武蔵工業大学の建築学科のご出

身ですよね。武蔵工業大学って、時々、個性的な方が

いらっしゃる学校ですよね。そもそも、建築学科に入ろ

うと思われたのは何か理由があったんですか。

伊丹｜それも石子順造氏の影響です。同じ静岡県の

清水の出身なんです。サッカーの強い…。

古谷｜清水東高校？

伊丹｜そうです。あそこにいまして、建築家になろうとい

う確固たる気持はなかったんですが、ただ絵が好き

で、絵だけは続けようという感じはありました。そのう

ち、石子順造氏の影響を受けまして漠然と持っていた

気持が「建築をやらなきゃならない。建築の道へ進ん
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特集2｜［対談］時代を導く人─2

Jun Itami│建築家│ゲスト  ×  Nobuaki Furuya│建築家│聞き手

 建築は大地から
生まれるものだ。
伊丹 潤　古谷誠章

special feature 1
special feature 2

special feature 3
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上─パルス・ビート［写真：畑亮］／
下─トランク［写真：伊丹潤・アーキテクツ］

「墨の家」模型
1─関根伸夫［1942─］
美術家・彫刻家。多摩美術大学大学院修了。
1968年に発表した「位相─大地」が「もの派」の出
発点となり、中心人物として活躍する。その後、ヨー
ロッパ滞在を機に“公共空間を活性化させるアート”
に関心を移し、1973年、環境美術研究所を設立。
主な作品に、「位相シリーズ」、「消去シリーズ」、「空想
シリーズ」など
2─李禹煥 ［リー・ウーファン／1936─］
美術家。大韓民国生まれ。関根とともに「もの派」
の中核として活躍し、理論的に主導した。現在は日
本で活躍。主な作品に、「点より」、「線より」など。ま
た、著書に『余白の芸術』［みすず書房／2000］など
1,2の補注─もの派は1960年代末から70年
代初めかけて日本で展開した美術運動。関根の
「位相─大地」を李が新たな視点で評価し、理論づ
けたことから始まった。作品は、石や土、木、鉄などの
素材をほとんど加工せず、単体、もしくは組み合わせ
で表現したものが多い
3─石子順造［1929─77］
美術評論家・漫画評論家。東京都生まれ。本名は
木村泰典。戦前の前衛であるアングラ芸術、デザイ
ン、漫画などを対象に批評活動を行う。特に漫画評
論では先駆け的存在。1967年に日本初の漫画同
人誌『漫画主義』を創刊
4─郭仁植［カク・インシュク／1919─88］
美術家。大韓民国生まれ。1938年に来日し、東京
美術学校（現・東京藝術大学）で学ぶ。60年代の
ガラス板や金属板などを使った作品は、「もの派」に
多大な影響を与えた
5─上田雄三
アートプロデューサー。多摩美術大学卒業。現在、
同大学芸術学科非常勤講師。国内外を問わず、さ
まざまなアートや展覧会などをプロデュースし、海外
でも活躍。伊丹氏のギメの展覧会もプロデュースし
た
6─境沢孝［1925─2001］
インテリアデザイナー・建築家。日本大学工学部建
築学科卒業。1954年、個人アトリエを設立し、主に
飲食店のインテリアデザインを中心に、建築デザイ
ンも手がけた。カフェ「マロニエ」を皮切りに、数多く
のインテリア作品を国内外に発表し、日本における
インテリアデザイナーの地位確立に貢献した
7─三宅理一「観想の建築」『JUN ITAMI 

1970ー2008』［主婦の友／2008］

ですよね。

伊丹｜そうです。2万個。

古谷｜それからテーブルなんかも、もともとは船で使わ

れていた材料を使われている。

伊丹｜だるま船ですね。構造材を全部整理して、古材

を使ったんです。

古谷｜あの地下室に、遠く離れたところからレンガとい

う素材を持ち込もうと思われたのは、最初に何かひら

めきのようなものがあったんですか？

伊丹｜当時、僕はいかなる素材も研ぎ澄ませていけば

いくほど、無に近づいてくるという感覚を持っていまし

てね。当時はイタリアンデザインが主流で、ちょうど同じ

時期に内田繁さんがピアノバー･レストランをつくってい

たんです。そこは全部、単一単材で仕上げる当時のイ

タリア的デザインでした。それに対して特に意識しての

ことではないですが、僕は船の古材を使って、180度

逆をいったんです。ソウル大の図書館を解体したレンガ

は、友人から話があって、古レンガを縄で縛って船に

乗せ、横浜港からは4 tトラックで運んできた。青山通り

にある現場では、手で下ろすしか方法がなくて、手間

と時間がかかったものですから交通渋滞になって、ず

いぶん怒られました。地下室に2万個を運び込むわけ

ですから、大変な数ですよね。当時、なぜあれをやった

か。僕にとっては、あそこにひとつの“もの＝素材”的な

表現をしたかったわけですね。僕の周りでは、そういう

現代美術をやっていましたから。

古谷｜関根さんたちですね。

伊丹｜関根とか李禹煥とかが、土を掘ったり、石を真綿

で包んで置いたり、座布団の上に石を置いたりするよ

うな現代美術をやっている人間がゴロゴロいたわけで

す。タイルできれいな気持の良い空間をつくることに対

して、僕はそこに現代美術を持ち込んだ。“土”を持ち

込んだという感覚なんですね。

古谷｜美大にも建築学科がありますよね。美大にいる

建築学科の学生が同じような感じを抱く気がします。工

学部の建築学科の学生は、その中ではちょっと気の利

いた、比較的デザイン的な存在でいられるんですが、

美大の中の建築学科にいる学生は、周りに関根さんの

ような方々がわんさかいらっしゃると、否応なく対抗した

いという気持が芽生えるのは、すごく理解できます。

先ほどの、ソウルから運ばれたレンガについて、後で

三宅理一さんが面白い批評を書かれています［7］。実

際には墨の家に対して書いたものですが、「仮想の考

古学」って言われていたんです。ある考古学みたいな

ものがそこに再現されていると…。古材を使ったり、何

だかいわく因縁のあるものが置かれている。それをもう

ちょっと噛み砕いて解釈すると、伊丹さんは、何か染

み付いたようなものに対して相当、強い愛着をお持ち

のような気がするんです、僕は。染み付いている、染

み込んでいる…という感覚ですね。俗に、伊丹さんは

“素材の建築家”とよくいわれるところですが、素材とい

うよりは、そこに染み込んでいるようなものに、独特の

感覚をお持ちなんじゃないでしょうか？

伊丹｜それは古谷さんの過大評価だと思うんですが、

この歳になりまして、李朝のやきものとか、中国のやきも

の、そういういまだ手の痕跡や温もりが残っているよう

なもの、逆に石の彫刻やレンガなどであっても同じわけ

ですが、そういうものが、時代を吸い取っている、染み

ていると感じるんです。手触り、手の痕跡は僕にとって

は触っていて心地良いわけです。

墨の家と余白の家 II
─

古谷｜「墨の家」は1975年ですね。

伊丹｜そうです、さっき言いました店舗、パルス・ビート

をやった後でやりまして、発表は確か75年です。なぜ

墨の家になったかというのを、僕は今だと分析できるん

です。当時は「なぜ真っ黒にしたんだろう」、「なぜ黒な

んだ」とよく言われましたが、僕は黒は色と思っていな

いんです。特に墨の色を僕は黒だと思わなかった。光

によって墨はいろんな色に変わりますし…。ほとんど素

材の黒なんですけど、1階を真っ黒にして、それを“墨

の家”というタイトルを付けて発表した。墨の家は木造

モルタルの2階建てなんですが、崖っぷちにへばりつ

いたような細長い敷地で、予算もなかったんです。逆

に言えば予算がなかったことが墨の家をつくったスタ

ートだったという気もしています。かろうじて自分のアト

リエ兼住まいなんですが…。ここで僕が自分で黒い世

界に浸っていたというか、その黒は私にとっては瞑想

の黒で、なかなかこの世界から抜け出せなかったんで

すね。ただ、2階は…。

古谷｜真っ白でしたね。墨の家で、もう一つ三宅さんが

面白いことを書いているのは、表の柱と梁のことなん

です。「片一方はスムーズに仕上げて、片一方は荒々

しい」と書かれていたのかな。今まで現代美術のよう

なインテリアを多くされているかたわらで、墨の家は建

築として公に出ちゃうのになぜなのか。予算と闘いな

がら直営工事でやられたからですか？ その秘密につ

いて、ぜひ今日は伺いたいんです。

伊丹｜それは確か、毛綱モン太、毅曠さんも…。

古谷｜亡くなられてしまいましたね。

伊丹｜そうですね。当時は毛綱モン太さんも墨の家をど

うしても見たいと言って来られて、同じことを聞かれま

した。「伊丹さん、どうしてこの柱はゴツゴツしているん

トの作品に出合わなかったら、僕は建築を辞めていた

んじゃないかと思う。

古谷｜そうなんですか？ やっぱり機能性よりは精神的？

伊丹｜シビックセンターにじかに触れて、「建築は、大地

から生まれるものである」という言葉に出合った感じが

しました。それは温故知新じゃないですけど、オリジナ

ルとはどういうものか、インターナショナルとはどういうも

のか。漠然と自分なりに考えていることは、その地域の

固有なコンテクスト抜きに、そこのエッセンスのみを出し

て、それを形態にする…、それだけではオリジナリティ

になり得ない。つまり、「インターナショナル的な真のオリ

ジナリティは何か」を20年間考えに考え続けてきて、

やっと気がついたのは、やはり大事なことは、その地域

の固有な文化から立ち現れる思想以外にはあまり意

味をなさないし、固有な独特なるものから、いかに近代

を凌駕して現代にリアリティとして持ち込めるかなんで

すね。最近の僕はますます日本の建築家、スターとい

われている建築家たちと、距離を感じている。たぶん、

違和感だと思いますが…。

古谷｜今のお話を伺いますと、とにかく大地から生まれ

るということで、その土地の、その土地にあるコンテクス

ト抜きには建築は生まれない、というお話ですが、たぶ

ん、そそっかしい人が解釈すると、「その土地にあった

何か」でつくり上げる、あるいは、「その土地にあったも

のを踏襲する」かのごとく勘違いする人がいると思う

んです。ところが、伊丹さんの場合はそうではなくて、

それは現代美術にも通じるものですが、その地にある

ものの上に、その地に無いものを持ってくるかもしれな

い。つまり現代美術と同じで、そこにあるものをぐっと

引き上げるけれども、全く脈絡のないものを結び付けて

も、そこにまた新しい力が生まれる場合もある。そうい

う創造的なことをおっしゃっていますよね。

伊丹｜はい。古谷さんにそう言われると、とてもうれしい

です。

ソウルから古レンガを縄で縛って
船に乗せて…
─

古谷｜僕は青山にあったパブ「トランク」［1975］には何

回通ったか分からないほど通ったんです。僕は都立青

山高校出身なものですから、比較的あの界隈はホー

ムグラウンドで、トランクが出来た頃は学生のような子ど

ものようなものだったんですが、卒業以来、僕は何かと

いうと通いました。最初は感じの良い店だなと思って

入っていて、伊丹さんがつくられたことは後から知った

んです。あそこで使われているレンガは、ソウル大の図

書館で使われていたものを解体して持ってこられたん

端部分と建築の先端部分が非常に近づくというか、

建築とインテリアの先端部分が、抽象的なるものをつく

り出さないと良い店になり得ない。例えばパルス・ビー

トはどこが違ったのかというと、床が違った。その当時、

床に鏡面ステンレスを使ったんです。それをたまたま倉

俣さんが見て、「伊丹さん、人間が浮遊しているようだ

よ」と言った。僕はそういう言葉すら思い浮かばなかっ

たんです。今、古谷さんに鋭い質問をされましたが、例

えば、巨大な鉄の彫刻、というより壁をつくっているリチ

ャード・セラや、石のリチャード・ロング、それからヘルツ

ォーク＆ド・ムーロンがカリフォルニアのドミナス・ワイナ

リーでやったステンレスのフレーム。

古谷｜ステンレスの蛇カゴみたいなものに…。

伊丹｜そうそう、石をいっぱい入れて積んだ…。僕は、

今、カルフォルニアのナパでワイナリー（NAPA WINERY）

の設計をやっていまして、同じ場所なので現地へ行っ

て見てきたんですが、あれもやっぱり現代美術の影響

なんです。なぜかというと、あのふたりは（ヨーゼフ・）ボイ

スの教え子なんです。ボイスの弟子たち、教え子たち

は、今の現代美術、または現代建築のスターが多い

ですね。だからいかに現代美術と現代建築が接近し

ているか。

古谷｜それはどういうことを意味しているのでしょう？ 

機能的なものから逃れられない建築と、それからは少

し自由なところにある美術がどのように近づいたので

すか？

伊丹｜やはり20世紀の前半までは、皮膚感覚とか、気

持の良さ、心地良いものが建築であり、抽象絵画であ

ったのが、いつの間にかそれらをできるだけ消し去っ

て、ちょっと気持ち悪い、ちょっと異質なもの、可愛いも

の、そういうものが今の21世紀の現代美術に変わっ

てきたんです。そこには手触りがないんですね。今は

心地良いものをつくろうとすると、水平と垂直の多い箱

型の建築になってしまう。ところが僕は、空間のど真ん

中に人がいるものをつくっていく、そういう考え方が染

み付いているわけですよ。

古谷｜なるほど。本来は建築にも“人”が入ることで直感

的に伝わる部分があるということですね。

伊丹｜そういうことです。話が飛びますけど、最近、僕は

フランク・ロイド・ライトの作品を見て実感したんです。

今までにももちろんライトの作品は見ているんですが、

たまたまサンフランシスコのシビックセンター（マリン郡庁

舎）を見る機会があったんです。小さな丘2つに抱き込

まれるように建っている建物を見て、僕はフランク・ロイ

ド・ライトが分かったような気がした。例えば、僕はどん

なにお腹が空いていても、ラーメンを食うよりは、帝国

ホテルでコーヒーを飲むことが僕の生き様だった。ライ
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詩舎

余舎

1階平面図

2階平面図

紙ノ室

舎廊

余白の家Ⅱ
所在地：
東京都世田谷区
設計：伊丹潤建築研究所
敷地面積：118.31m2

建築面積：55.23m2

延床面積：100.77m2

規模：地上2階
構造：RC造
工期：1980.9─1981.3
─
左─詩舎から中庭と余舎を見る／
右ページ左上─入り口部分より詩舎を見る／
同左下─余白とした中庭より母屋と余舎を見る
同右上─東面外観

れるように、廊も室内の空間になり得ると…。それは今

の僕の「自邸（余白の家 II）」［1981］にも生きていまして、

2階が個室群なんですが、ワンルームになるように、全

部可動式の間仕切りになっているんです。それも韓国

式で、折り畳んで持ち上げるというか、引っ張るという

スタイルで、そうするとひとつの部屋になるんです。2

階の廊下も通路でありながら部屋でもある。今、その

廊下でうちの嫁さんが平気でテレビを見ながらくつろ

いでいるのを見て、この廊下はやはり部屋にもなって

いると感じます。廊下であって部屋、移動する空間だ

と思いますね、自邸はまさに築後30年になるんですけ

ど、いまだ生きているんです。

古谷｜なるほど。韓国の住宅を現代化するとか、あるい

は現代の韓国の建築家たちもよく言うんですけど、韓

国の住宅の原点はマダンにあって、つまり中庭です

ね。それは非常に分かりやすい例えで、今でも形の上

では中庭みたいなものを取り込んだ現代住宅がいっ

ぱいつくられたりする。僕はそこじゃなくて、そのサラン

バンのサランをまた分解して考えられているところが、

伊丹さんの独特なところだと思うんですよ。しかも、そ

れを仕事場とした。それに対するアンチェ、母屋として、

ご自邸をつくられますよね。これはまさにサランバンに対

して、アンチェの部分をつくるということですよね。

伊丹｜はい、まさにそうです。

古谷｜ところが、母屋をここにつくるなら、これまた普通

ならマダンと言いそうですが、それもおっしゃらないで、

“余白の家”と言われた。余白といっても、いわゆる中庭

的余白じゃなくて、むしろ英語で“marginal”と書かれ

ていますね。つまり本当に余白のような、中庭的じゃな

い余白に置き換えているんですね。

だ」と。僕は「お金がないことが理由のひとつです」と

申し上げたんですが、僕はあれを“柱”という概念じゃ

なく、あえて“もの”として、“銅板をバックにしてゴツゴツ

した木を置いた”という感覚だったんです。それを、や

はり建築家の方から見ると「何でゴツゴツした皮が付

いている柱なんだ？」となるわけですね。よっぽど予算

がなかったんだろう…と。でも、中に入ったらきちんとし

ているし、おかしい…、なんてね。

古谷｜三宅さんも、「大概の人はそんなものに注意を払

わないかもしれないけど…」って書いていましたけど

ね。やっぱり、それだけ中の1階の黒と2階の白の対

比が強烈だったからだと思います。

伊丹｜そうかもしれない。ただ、舎廊と書いて原語では

サランと読むんですけど、舎廊房と書いてサランバン、

部屋という意味で、それはまさに男の空間であり、修

業の場なのです。そこでお客さんを接待し、かつそこ

でお茶を飲み、瞑想する。瞑想するということで、当

時の李朝のヤンバン（両班）たちの舎廊は、まさに瞑想

の空間なんですね。僕は黒を瞑想の空間と想定して

いましたので、サランバンという意味をもっと僕の世

界、黒の世界のサランバンにしたかった。

古谷｜伊丹さんのようにちゃんとはやっていないのです

が、僕も結構、韓国の住宅を学生を連れて見に行った

りして研究しているんです。でも、伊丹さんはそのサラ

ンバン、ゲストを迎える男性の空間と呼ばれている所、

それを“舎”と“廊”に分けていらっしゃいましたよね。こ

の辺はどういうところからですか？

伊丹｜それは僕にとっての理屈でしょうね。“廊も空間”

という概念を、僕の論理で“廊即室”という概念に持ち

込んだわけです。“歩くことは考えることである”と言わ
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温陽美術館［写真：伊丹潤・アーキテクツ］

伊丹｜余分な分の余白です。

古谷｜ここがやっぱりまた独特なところだと思うんで

すよ。

伊丹｜サランはそのまま持ってきたんです。箱型で塀と

一体になっているんです。今回、この母屋と現代風サ

ランバン、書斎を写真に撮っていただいたんです。当

時は“余白”という名前を非常に意識しました。サラン

バンと余白という名前は、まさに現代美術から持ってき

たわけです。

古谷｜そうですよね。

伊丹｜サランバンはあくまでも墨の家から引きずったとこ

ろなんです。僕は最近思うんですよ。三宅一生さんが

被爆なさって、「被爆のファッションデザイナーと言われ

たくなかった」と、先日、突然告白なさった。僕も墨の家

と「余白の家 I」［1975］を発表した当時は、「伊丹潤は

何者であるか」という感じだったんですね。そして、必

ず「やはりそうか、在日なのか」というレッテルを貼られ

ちゃう。そういうレッテルを僕は貼られたくない。

古谷｜やっぱりマダンというような、いわゆる通り一遍の

引用は、意図的に避けられたわけですね。

伊丹｜あえて…。言えたとしても、違うんじゃないかと。

まず設計意図が違うので。

古谷｜それは強く感じました。

伊丹｜純粋に建築としての余白じゃないかな、と思った

りしました。

古谷｜でも、さっきおっしゃった、まさに廊下でも部屋じ

ゃないか…という感覚は、実は今にして思えば韓国の

ヤンバン住宅のマルと呼ばれる板の間、そういう感じ

ですね。

伊丹｜それに似ている感じです。今の現代建築は、庇

はない、廊下はない、ワンルームの平面をあえてズタズ

タに切っている感じ。どうしてもこの問題に触れたかっ

たんですが、ある意味で、今の建築家たちが無意識

にやっている透明な空間、透明な部屋、いわゆる透明

建築は、いわば自分だけの空間をつくっているだけで

はないか。これは極論になりますが、例えば電車の中

で携帯を使いながら、前に誰がいようと平気で食べた

り、飲んだりしているのを見ると、自分の家を出て、その

まま移動する透明な部屋ではないか、と僕は解釈して

いるんです。それがまさに、現代美術にもいえると思い

ます。透明な箱を幾つも分散しているのは、それが今

の現代建築でいう“仕掛けている現代建築”に入るの

でしょうが、果たしてそれで良いのか。例えば、僕らみ

たいな中高年が、明日どこに住むのか、どこに住める

のかという課題になると、まさにミシェル・ラゴンの『わ

れわれは明日どこに住むか』ですよ。何が頼りになって

くるかというと、経験ある建築、経験としての建築に依

存せざるを得ない。何とか経験ある建築が助けてくれ

るよと言いたくなる。それが今はペラペラか、そのまま

コンクリートの肌で居場所もない。ましてや、そこに育

つ子どもたちはどうなるのか。そういうところで育った

人たちが電車に乗ったら、また同じことをやるだろう。

そういう課題を引っ提げているのに、「建築家たちは

それに対して何の責任も感じないのか」と、先端を切

っている建築家たちに、僕は今、言いたいですね。じ

ゃあ我々はいつ、どこに、どう住まうべきなのか。せめ

て心地良い空間でなくても、居場所をつくるべきだ。や

っぱり居場所がないのはどうしようもないですよ。

古谷｜先ほど言われた、建築は本来、“人”がその空

間に入ることで成り立っているということが、最近は

どんどん希薄になってきているということでしょうか。

つまり建築は、ただ目に見える形にとらわれすぎてい

るというか…。

伊丹｜現代建築は本当にヤバいなと思っているんです

よ。表層建築になっちゃっているし、全く現代美術にな

っちゃっている。僕はモダニズムというのはやはり、建

築より人間が大事。建築と人間とどっちが大事かとい

ったら、人間が大事なんです。そうおっしゃっている建

築家も大勢いらっしゃる。やはり人間が大事だから、も

う一度、新モダニズムというのを考えなくちゃいけない

んじゃないかという気がしますね。

金重業さんと金壽根さん
─

古谷｜伊丹さんが偉大なる先輩とおっしゃっている、金

重業さん［8］と金壽根さん［9］のお話を少し聞かせてく

ださい。このおふたりはモダニストですよね。

伊丹｜金重業さんは、中村順平さんのいる横浜国大に

入って、卒業後は松田平田に勤務して帰国する。そ

の後、ル・コルビュジエのところに行くわけですが、当

時は簡単に国外に出られなかったですから、詩人の

代表として国外に出て、ル・コルビュジエのところの押

しかけ弟子になって、チャンディガールを担当なさっ

た。彼の（駐韓）フランス大使館、済州大学（本館）、この

2つはモダニズムとしては特筆すべき作品ですね。フ

ランス大使館は、韓国の反りを持った屋根とピロティを

つくって、ル・コルビュジエの影響を十分に表現しなが

ら、韓国的なるものを盛り込んだ。済州大学の本館

は、韓国のエッセンスを固めて、ル・コルビュジエ風に

した。まさに逆なんですね。

もう一人の、金壽根さんも建築家であり、芸術総合雑

誌の『空間』の発行人でもある。彼は吉村順三さんの

弟子なんです。それから東大の大学院を出て、韓国

の国会議事堂のコンペに当選して、帰国したんです

ね。そして当時、政治家と義兄弟になった関係もあっ

て、ウォーカーヒルという場所にダグラスホテル、逆三角

形のレストランとかゲストハウスをつくったんですよ、ル・

コルビュジエ風の。本人が僕に言うんです。「伊丹、僕

は今までつくったやつを全部消したいくらいだ。当時

は全部ル・コルビュジエだったから」と。反共センター

もそうですね。全部ル・コルビュジエの影響を受けてい

る。でも、空間社屋、馬山聖堂、それとソウル市内にあ

るレンガを割り肌にした教会（京東教会）、その3つはあ

る意味でオリジナリティがあったといえますね。あまりに

もル・コルビュジエの影響が強かったけど、晩年はとて

も良いのをつくり始めたんですが、1986年に55歳で

亡くなったんです。

金壽根さんには「僕が教えている国民大学で手伝え」

とよく言われましたが、僕は丁重にお断りして「その代わ

り（大阪）万博（韓国館）は手伝うよ」と言って、一部、手伝

ったんですよ。彼は当時スタッフを20人ぐらい連れて来

て、ホテルニュージャパンに作業室をつくりました。そこ

に金壽根さんの同級生の宮脇檀さんが来たり、東大

時代の友人の磯崎新さんに電話をしたり、良い感じで

やっていたんです。でもね、最後にどうしても僕が壽根

さんの言うことを聞かなかったものですから、気を悪くし

ちゃったんですよ。でも、ケンカ別れはしていません…。

僕はソウルに行くと必ず空間社に行くんです。そういう

姿を弟子たちは見ていますから、いまだに大事にしてく

れます。

古谷｜年代的には、おふたりの金さんの方が少し上で

すね。

伊丹｜そうです。金重業さんは一番上なんです。彼は

60代まで生きていて、日本に来ると僕といつも食事をし

ました。お酒が好きでした。

温陽美術館は建築版の「位相─大地」
─

古谷｜伊丹さんにとって、韓国でそれなりに大きな建築

が実現した最初は、「温陽美術館」［1982］でしょうか。

あの美術館には、独特のフォルムがあるわけですが、

何か転機というか、そういうものがありましたか？

伊丹｜僕は建築家のアントニン・レーモンドさんとの出

会いがあるわけです。実は、家が飯倉で近かったし、

秘書が韓国の方だったこともありまして、ノエミ夫人も

含めて親しくしていただいたんです。当時はレーモンド

さんがそんなに有名な方とは思っていなかったんです

が、逗子の別荘に伺った時に、温陽博物館のオーナ

ーが、たまたまご夫婦で招待されていて、「僕は、温陽

博物館を持っている」という話を聞いたんですね。そ

の後、ソウルの美術館で「日本建築家ドローイング展」

をやった時に、彼が来られて「伊丹さん、予算がない

から言いにくいけど、美術館をつくりたいが、やってく

れるか？」と言うんです。「ぜひ、やらせてください」と言

ったのが、温陽美術館なんです。本当に予算がなかっ

たんです。いまだに覚えていますが、当時で1,000万

円でしたから、今の3,000万円ぐらいかな。どうしたら

できるだろう。屋根は瓦のイメージだったものですから、

とにかく“貌”をつくって、スクエアの中に入れるには、ど

うしてもそこから立ち上げてくるしかないし、やはり“貌”

は、先端を持つ楕円がイメージとしてありましたので、

土のブロックを発明したと言いますか、発見したと言い

ますか…。

古谷｜民家に行きますと、何百年もたったような赤土の

土壁がありますよね。

伊丹｜そうなんです。僕は関根の「位相─大地」をふっと

思い、「よし、土でブロックをつくろう」と思いました。そ

のブロックはよく見ますと、かなり大きいんです。「これを

つくる機械は手に入るか」と聞いたら、入ると言うわけ

です。そこで、現場で土にセメントを混ぜて無尽蔵にブ

ロックをつくったんです。とにかく躯体だけはコンクリート

で何とか予算内でやって、後はオーナーが自分の持っ

ているコレクションを手放して建築費を工面してくれ

て、徐々につくっていったんですが、最後は本当に予

算がなくて、外構工事ができなかった。僕も若かったか

ら、甘く見ていたんです。温陽という地域はあまり雨が

多くない所なんですが、地下に水脈があったんです。

その上、あそこは段差のある地形ですから、大雨の時

に土砂で鉄砲水が入ってくる。で、維持費が大変だっ

たんですね。それで最後には、そのクライアントはそれ

を転売して第三者に譲渡したんです。そうすると、僕に

とっては著作権はあっても建築は関係ないし、放置さ

れたままなんです。しかし、いまだにあれは美しいんで

す。

古谷｜今行くと、どうなっているんですか。

伊丹｜見てきましたが、ほとんど廃墟同然ですね。た

だ、文化財に指定されるそうです。金重業、金壽根が

つくった作品があまりにもなくなったものですから、国

が先輩たちがつくったものに伊丹潤の作品も入れて、

文化財に指定しようという計画があるんです。指定さ

れると改修費が出ますから、リノベーションができる。

今度は防水などもきっちりやって、どうつくり直したら良

いか、先日、うちのスタッフが行って全部チェックしてき

たんです。

古谷｜再現できれば良いですね、オリジナリティの強い

建築ですからね。

伊丹｜完成した当時、流政之さん［10］がとても喜んでく

れて、建築家のパーティの時に「みんな聞いてくれ。泥
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8─金重業［キム・ジュンオプ／1922─88］
建築家。大韓民国生まれ。1941年、横浜高等工
業学校（現・横浜国立大学）卒業後、松田平田建
築事務所勤務を経て帰国。韓国代表の詩人とし
て参加した第1回世界芸術家会議でル・コルビュジ
エに出会い感銘を受け、52─56年、ル・コルビュジエ
事務所に勤務。主な作品に「三一ビル」、「釜山大
学本館」、「済州大学本館」
9─金壽根［キム・スグン／1931─86］
建築家。大韓民国生まれ。1951年、ソウル大学中
退後来日。54年、東京藝術大学に入学、吉村順
三に師事。58年、芸大卒業後、東京大学大学院
高山英華研究室。59年、韓国国会議事堂建築設
計競技に当選。翌年、東大大学院修了後、帰国。
すぐに設計事務所を立ち上げ、設計活動と同時に、
弘益大学などで教育活動に入る。また、設計のかた
わら多様な芸術運動を展開。66年には韓国で初め
て建築・芸術総合誌、月刊『空間』を創刊。主な作
品に「扶余博物館」、「大阪万博韓国館」、「京東教
会」
10─流政之［1923－］
彫刻家・作庭家。長崎県生まれ。零戦パイロットとし
て終戦を迎えた後、日本各地を放浪し、独学で石彫
を学び、石による独自の技法“ワレハダ”を生み出す。
1966年、香川県庵治町にアトリエを設け、数多くの
世界的な作品を生み出す。主な作品に、ニューヨー
クWTCのシンボルとして設置された巨大彫刻「雲
の砦」［現存しないが、その後、北海道近代美術館に
「雲の扉Jr」として再制作］、「受」［所蔵：ニューヨーク
近代美術館］など。また、作庭家としても活躍してお
り、主な作品に東京天理教館庭園、皆生温泉東光
園庭園などがある
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礼拝堂

回廊
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場

控室

配置・1階平面図

塔

回
廊

上─礼拝堂内部／
下左─回廊

石彩の教会
所在地：北海道苫小牧市字植苗430
設計：伊丹潤建築研究所
敷地面積：291,265.19m2

建築面積：518.05m2

延床面積：545.24m2

規模：地上1階
構造：RC造、一部S造
工期：1989.4─1990.6
─
ホール脇から礼拝堂、塔を見る

こともありますが、僕にはもうできないかもしれません。

古谷｜伊丹さんが軽い建築をつくられるとしたら、紙の

建築ですかね。

伊丹｜坂茂の…ね。

古谷｜坂さんは伊丹さんの影響を本当に強く受けてい

ますよね。そもそもご近所だったから知り合ったんです

か、それとも何か別の？

伊丹｜彼とは、自邸（羽根木の森）が出来た時に、たまた

ま近所だということで、電車の中でばったり会って以

来、何となく気が合うというのかな…。ときどき背中を

後ろから押してあげることがあります。そうしてあの教

会（紙の教会）が出来たといえば出来た。

古谷｜鷹取の教会ですよね、震災の後に建てた…。

伊丹｜そう。いまだ、僕には感謝しているようです。

古谷｜今の坂さんの活動の根源はあそこにありますも

のね。頭が上がらないですね（笑）。

伊丹｜その後もずっと、精神的に応援しているつもりで

すけどね。

石彩の教会
礼のある空間をつくりたかった
─

古谷｜北海道の「石彩の教会」の話ですが、作品を発

表された時に、関根さんが「清水の芸者は90度振っ

の建築が出来たんだ」って大きな声で叫んだんですよ。

“泥”という言葉に、僕はショックを受けたんですが、流さ

んは「何を言うか。泥といった方が、響きが良いんだ」と

言われて、やっと自信を持ちましてね。流さんは温陽美

術館を非常に評価してくれたんです。村井修さんも…。

古谷｜あれが、関根さんの“位相”がきっかけになってい

たというのは大変興味深いお話ですね。建築版「位

相─大地」だったわけですか。それ以後、「速水史郎さ

んのアトリエ（彫刻家のアトリエ）」［1985］とか、「刻印の塔」

［1988］、「石彩の教会」［1991］と、続 と々力強い石の建

築を発表なさった。自信にあふれてそういう方向に行

かれたような気がしますが、いかがでしょう。

伊丹｜自信はありませんが、軽い建築がはやり出しまし

たからね…。

古谷｜時代的にはそうでしたね。ちょうど1986年という

と、それこそ長谷川逸子さんの（藤沢市）湘南台文化

センターとか、そういう作品が出てきた頃ですから。

伊丹｜そうですね。彼女は同じ静岡県人ですが、湘南

台は脚光を浴びましたね。ただ僕は、磯崎新さんが「屋

根を見ても天井を見ても、重い建築は良い意味で緊

張感があっていい、身震いする」と何かに書かれてい

て、いまだに頭に残っているんです。僕の建築は重い

と言われていますから、いまだに変えていないんです。

でもね、最近は少し軽い建築もつくってみたいなと思う
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墨の庵
所在地：東京都渋谷区
設計：伊丹潤建築研究所
敷地面積：136.94m2

建築面積：79.52m2

延床面積：186.66m2

規模：地上3階
構造：S造
工期：.1998.1─1998.5
─
改修後／墨の家II
延床面積：203.38m2

工期：2006.1─2006.4
─
左ページ上─弐の間／
同下─正面外観／
下左─前室／
下右─玄関見返し

11─関根伸夫「作法の建築─伊丹潤の建築」
『伊丹潤』［求龍堂／1993］

てあいさつをするから、ここでも90度振ってあいさつ

するように設計した」と伊丹さんから説明されたと資

料に書いてありました［11］。

伊丹｜清水というまちは、礼儀を非常に重んじる土地な

んです。そういう意味で、礼のある空間をつくりたかっ

た。周りのやくざを見ていると、礼儀正しいんですよ。

古谷｜次郎長のような方ですね？礼儀正しいんですか

（笑）。

伊丹｜そうです。それと、僕は李朝 家の34代という

韓国の血を持っていまして、それがまた礼を尽くさなく

てはいけない。90度振るというのは、例えば古谷さん

にあいさつすると、今度はこちらにあいさつをする時に

は90度振るんですね。そういう意味で礼のある建築

というのは、僕にとってひとつのテーマでした。石彩の

教会もまさにそうなんです。僕の原体験というか、「礼

を尽くすということは90度振ること」、それは身に染み

付いた言葉になったんですね。

古谷｜だから石彩の教会内部では、花婿は、花嫁とそ

の両親に礼を尽くすために、そういうアプローチをして

いくわけですね。それはとても面白かったです。関根さ

んがそこから書き始めていたことも印象的でした。

伊丹｜彼とは非常に長い付き合いなんですよ。

古谷｜もともと、関根さんとは一番最初は、どういうきっ

かけでお知り合いになったんですか？

伊丹｜やはり、現代美術ですね。僕は就職ができなか

ったこともあって、現代美術をやっていました。さっきも

言いましたが、周りには現在も活躍しているアーティス

トたちがいたんです。

古谷｜最初にそういう方 と々知り合ってしまったわけで

すね。

伊丹｜そうです。いつも彼らの展覧会に行ったりしました

し、現代美術作家から教えられることが多かったです

ね。だから、現代美術作家と話をして、その後で建築

家に会うと、「なんて田舎っぽいんだろう」という感じが

したものです。

古谷｜研ぎ澄まされていないわけですね。

伊丹｜「お前の話を聞いていると、まるで霧の中で水を

まいているようにしか聞こえない。現代美術っぽくて、

言っていることが分からない。建築というのはもっと具

体なんだ」なんて、よく貶
けな

されました。でも僕は、現代

美術作家の仲間と会えて、本当に良かったと思って

いるんです。

古谷｜一方、建築家としては、伊丹さんは白井晟一さ

んのことを非常に尊敬していらっしゃるとお聞きしてい

ますが、お付き合いは古いんでしょうか？

伊丹｜白井先生はまだ生きているような気がするんで

す。ちょうど墨の家を発表して、1年くらいたった頃に

「中野の白井です」とお電話をいただいた。僕は分か
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ゲストハウス PODO HOTEL
所在地：大韓民国済州特別自治道西帰浦市安徳
面上川里山62-3
設計：伊丹潤建築研究所
敷地面積：8,217.79m2

建築面積：4,360.58m2

延床面積：4,421.73m2

規模：地上1階
構造：RC造
工期：2000.12─2001.11
─
北側から俯瞰する［写真：伊丹潤・アーキテクツ］

中心部の広場（Plaza）部分に設けられたトップライ
トを持つカスケード［写真：伊丹潤・アーキテクツ］

らないので、スタッフに「どちらの白井さんか聞いてく

れ」と言いますと、「建築をやっている中野の白井で

す」と言うんですよ。まさか白井晟一先生とは思いもし

ませんでしたし、雲の上の人ですから、緊張しました。

「伊丹さんかい？ 君の墨の家を見たいんだ」、「いつで

もいらしてください」ということから始まったんです。そ

のうち息子さんを含めて本当に親しくしていただいて、

僕が韓国をご案内しまして、2度目は（渋谷区立）松濤

美術館を設計した時に、「石を見に行くけど、伊丹君、

一緒に来るか？」と言われて、喜んで連れて行ってもら

いました。それでびっくりしたのは石切り場で「とにかく

荒削りなものでいいんだ」とおっしゃるんですよ。「もう

ちょっと加工しよう」とは言わないんです。僕は石が、

やっと分かったような気がしました。

古谷｜最初の電話もそうですが、それは何年頃のこと

ですか？

伊丹｜墨の家が出来て、発表が確か1975年ですから、

77年か78年ですね。それから2度、韓国に行きました。

古谷｜それから程なくして行かれたとすると、旅行は

40代初めですね。

伊丹｜そうだと思います。僕は白井先生と一緒にいられ

るだけで、栄養がつくような気がしました。良い親父に

会ったという感じでしたね。やはり、僕は弟子ですね。

何年も続いたんですけど。僕だけは「京都にいつ来て

もいいよ」と言われていまして、本当に白井先生には目

をかけていただきました。師であり友人であり、時には

息子のようにかわいがられたような気がしてならない

ですね。そういう意味で、僕は幸せ者でした。もうちょっ

と長生きしてもらいたかったですね。

墨の家 II
空間として見えるのは濃密で豊か…
─

古谷｜「墨の家II」［2006］のルーバーは最初は竹で、今

回は木に改装されたんですね。直接、中を拝見したこ

とはないんですが、あの家を見ると、平面はものすごく

シンプルなんですね。ところが空間というか、実際に姿

として見えるものは非常に濃密で、ものすごく豊かなも

のが見える。そう思って見返してみると、伊丹さんの建

築というのは、平面図は意外に単純で、割合シンプル

な四角だったりするものが多いような気がするんです。

それなのに、建ち上がっているものは情念というか、素

材感も含めてですけど、すごい芳醇な豊かさが見えて

くる、そういう不思議なコントラストがある…、韓国の住

宅もそれに通じると思いますが、何か意識的なことは

あるんですか。

伊丹｜非常に鋭い質問で、切り込まれた感じがします。

ただ、僕が最近、やっと分かってきたことは、やはり「気

持の良い、緊張もあり居心地の良いものは何か」とい

うところから入るようになったんですね。そこにひとつの

コンセプトとして何を大事にするのか、こだわるところ

があるんですけど…。僕自身はいろんな言い方をされ

ていますけど、やはり情念を大事にしたいですね。僕

自身は格好良いことを言っていても、情念の建築家な

のかもしれません。うまく言えないんですが。

古谷｜そうですか。つまり、平面図というのは理屈、い

わば頭でつくるところがあるわけですが、建ち上がっ

た空間というのは、目や体で直接感じるものになって、

それらは全く違う性質を持っていると思うんです。例え

ば（アントニオ・）ガウディにしても、あるいはそれに影響を

受けたいろんな方にしても、平面図が相当複雑で、建

ち上がっているものも複雑、という建築も世の中にはあ

るわけです。ところが、こんなに単純ですっきりした、し

かも部屋の名前も付いていないようなシンプルな原理

で出来ている平面で、しかし、建ち上げられたものは

豊かな状態になるのは、伊丹さんの大きな特徴だと思

います。

伊丹｜ありがとうございます。過大評価だと思います。
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上─風の美術館／
中─石の美術館／
下─水の美術館
［写真3点とも：佐藤振一］

PINX BIOTOPIA TOWN HOUSE
［写真：伊丹潤・アーキテクツ］

ゲストハウス PODO HOTEL
廃墟になっても残る建築…
─

古谷｜ポドホテルは対談の前に、見学に行ってきました。

伊丹｜ありがとうございます。あそこの風景は、火山で

出来た小さい丘の連続がいっぱいあるんですよ。あれ

を見ていて僕は、ひとつの場所から僕なりの“貌”をつ

かんだんですね。それはその地域の場所性というもの

を超えて、あの地域の“力”なんです。僕のイメージとし

ては、それを切り取って造形した。ポドはブドウという意

味なんです。クライアントにその話をしたら「それはい

い、それでいこう」と言われましてね。そして僕は師で

あり友人でもある白井先生から「建物が朽ちて廃墟に

なっても屋根だけは残る建築をつくれ」といつも言わ

れていたものですから、「廃墟になっても残る建築をつ

くりたいから、屋根はチタニウムでやらせてください」と

お願いしたんです。

古谷｜ポドホテルを拝見した時に、さっきのお話にもあっ

たように、環境というか、その場所にあるものと全く新し

いものの組み合わせによって、さらに新しいものが出来

る…、まさにそういう印象を受けました。実は、僕もチタ

ンが好きで、生まれて初めてつくった住宅が広島にあ

りまして、「狐ヶ城の家」というんですが、屋根がチタン

なんです。ですから、ポドホテルを拝見した時は、とても

合点がいきました。空の色の映り方が、他のステンレス

やガルバリウム鋼板では絶対に映らないような色に映

るんですね。

伊丹｜変化するんです。

古谷｜その変化するさ
・ ・

まが表情にもなるし、まるで気候

や季節やそういうものの映し鏡のようになって、それが

実にさ
・ ・

まになっている。僕が見学した時は、最初は霧

が立ち込めていて、何も見えない。それで玄関を探り

当てるようにしてホテルに入って、中をご案内いただい

ているうちにだんだん霧が晴れてきて、出てきた頃に

やっと全体を見ることができました。

伊丹｜変化が激しいですね、島ですから。

古谷｜その気候の変化の激しい中にあって、空を映す

チタンの屋根というのは、とても印象深かったですね。

それと、屋根の写真だけを見て想像すると、ものすごく

複雑な平面があるのでは…と思ってしまいますが、で

も実際にはさっき、ご説明にあったブドウの房のように、

しかも矩形の部屋がそんなに無理をせずに、幾つか

のグループに分けて並んでいる。平面図で見ると極め

て直線的で機能的なプランなんですね。実際には、周

囲の山と呼応している屋根があるだけで、全体がもの

すごく有機的なものに変換されている。一種の驚きの

平面だと思うんです。

伊丹｜そこまで読み込んでいただいてありがたいです。

先ほども言いましたが、これは自然を一部切り取って、

それに機能を与えたというか、そんな感じでやってきま

した。今考えると間違っていなかったと思います。いつ

行ってもやはり屋根はしっかりしているし、僕にとって

は代表作になると思っています。

古谷｜ここの場所は景観条例か何かで、本当はこうい

う屋根じゃないといけないとか、そういう制約はあった

んでしょうか。

伊丹｜それはなかったですね。ただ、景観環境評価委

員会があって、そこを通過しないといけない。

古谷｜でも普通に考えれば、何か直線的な屋根が架か

ってしまうだろうというような平面図ですよね。それを少

し有機的にしようと、ずいぶんクライアントを説得された

と、何かに書かれていたと思うんですけど、この形には

抵抗もあったんですか？

伊丹｜まあ、いろいろ話し合いはしました。もともと理解

の深い方なんです。それと、ここはクライアントである

「本家かまどや」の金原弘周さんのふるさとなんです、

今は神戸在住ですが…。おそらく見慣れた風景だっ

たんで、違和感がなかったんだと思います。

古谷｜済州島ご出身なんですね。実際に現場で形が

現れてきた時は、どんな気分だったんですか。

伊丹｜うれしかったですね。それとチタニウムですか

ら、「朽ちても屋根は残るぞ」という気持がちょっとあ

りました。

古谷｜思い出すのは、ここ「HANEGI MUSEUM」、

で1998年頃に展覧会をなさって、それを見に伺った

時に、伊丹さんから「ポドホテルはギメ美術館に模型

を展示するんだ」と説明していただいたんです。ところ

が、正直言ってその日はとても驚いたんです、この形

そのものに。今まで、僕の中に出来上がっていた伊丹

さんのイメージからすると、格段に有機的になってい

て、どうしてこういう形が生まれたのか、ちょっと不思議

だったんです。写真も形態も美しかったんですが…。

伊丹｜フランスのギメ東洋美術館で個展をやった時

は、ポドホテルをメインにした展示だったんです。大き

な模型をしっかりつくって展示しましたので迫力があり

ました。一番面白かったのは、ヨーロッパの人たちが

この形態を「触りたい」っておっしゃったことですね。

「どうぞ触ってください」と申し上げたんですが、やは

り、このポドホテルがフランスの方にはかなり新鮮に映

ったようです。

古谷｜逆に、東洋の建築家が新しく東洋のデザインを

つくったと感じたのかもしれませんね。

伊丹｜そうでしょうね。ひねりのある曲線というんでしょう

か、こういう着想や形態は西洋にないんです。幾何学

的なうねりの曲線はありますけれども、自然発生的なラ

インはちょっとあり得ない。ある意味で現代美術のアー

スワーク的な感覚で捉えて、オーナーに「こういうもの

をつくりたい」と言ったら「面白い」と言ってくれたんで

す、素晴らしいですよね。それとね、金壽根の弟子た

ちが、僕がギメで展覧会をやることが決まったら、「こ

れで良い展覧会にしてください」と言って、日本円で

500万円をつくってくれたんですよ。僕にとっては大変

な金額で、これはありがたかったですね。当時、その

500万と資生堂の援助金といろいろと合わせて、展

覧会に役立てました。

古谷｜それはすごい話ですね。ギメの展覧会はそもそ

もどういう発端だったのですか？

伊丹｜前からキュレータは温陽美術館をご存じで、「ぜ

ひ展覧会をしたいけれど、他にはどういう作品がある

のか」と聞かれていて、ある時、ギメからキュレータが

済州島に来られた。当時、ポドホテルは出来上がって

いたものですから、それを見て「どうしても展覧会をや

りたい」と言われていたんです。

古谷｜今、思い直すと大きな転機となったように思いま

すが…。

伊丹｜はい。私は国立であるギメ美術館を知らなかっ

たくらいです。でも、館長とキュレータがやりたいと言っ

ているので、その気になって打ち合わせをしていたら、

美術館のユニオン（組合組織）でちょっとトラブルがあっ

て、開催までには少し時間がかかりました。でも調べて

いるうちに、ギメはすごい美術館であることが分かって

きたんです。生きている作家として東洋人で初めてとい

うことで、余計に僕は燃えたんですよ。ただ、実は、そ

の時のポスターが映画でいうと『巴里のアメリカ人』と

全く同じで、「東京の韓国人」的なタイトルだったんで

す。僕はとても驚きました。ポスターにまではタッチでき

ませんからね。とにかくメトロを始め、至るところに何千

枚と貼られて、マラソンの中継にまで僕のポスターが映

っていました。それくらい派手に宣伝していただいた

のですが、ちょっとタイトルが…。

古谷｜そうだったんですか。でも、この展覧会が大きな

きっかけになって大ブレークして、今、伊丹さんの事務

所には世界から仕事の依頼が舞い込んでいるそうで

すが…。このポドホテルを始めとする済州島の一連の

プロジェクトだけじゃなくて、韓国中のクライアントから

依頼を受けていて、韓国の事務所も拡充され、新築も

なさったとか。

伊丹｜僕の長女が向こうで頑張っているんです。梨花

女子大のインテリア科を卒業して、「どうしても建築を

やりたい」と、ニューヨークのプラッツ・インスティテュー

トに留学して建築を勉強したんです。ギメの展覧会を

やる時は彼女が来てくれて、英語も韓国語も日本語も

できますので、良い意味でのキュレータでしたね。

古谷｜なくてはならない存在ですね。今はソウルの事務

所はお嬢さんが…。

伊丹｜代表者として、頑張っています。

古谷｜たくさんのお仕事をマネージメントするのは大変

ですからね。

膨大な計画も芸術性を持ち得る…と
─

古谷｜済州島に行った時に、「三つの美術館（風・石・

水）」［2006］も拝見しましたし、そういうものはもちろん伊

丹さんの独特の世界が芸術作品のように展開されて

いて、伊丹さんそのものだと思いましたが、むしろ今ま

での伊丹さんからすると意外なのは、大規模なハウジ

ングのプロジェクトがたくさんあることですね。でもそれ

は低層のハウジングなんですね。今までは、韓国の人

たちの住居はみんな高層のアパート、マンションが通り

相場だったところが、今やっと少しずつ低層のタウンハ

ウスとか、テラスハウスのようなものに住みたいという方

が出てきた。とても良いタイミングのような気がするんで

す。特に伊丹さんが低層のハウジングを手がけるの

は、僕はなかなか合っているんじゃないかと思うんで

す。先ほど伺ったように、周りの風景と関係しながらつ

くる。これは今までの伊丹さん個人の作品歴からする

と、また一歩違う世界だと思うんですが、いかがです

か？

伊丹｜僕は、どちらかというと寡黙に一つひとつつくっ

てきたし、集合住宅も丁寧に丁寧につくってきたところ

に、急に怒涛のように仕事が入ってきたんです。関根

が横から「伊丹さん、こんなに仕事をやっちゃヤバい

よ」って言われましてね。

古谷｜最初に申し上げたように、これはモダニストのシリ

ーズなんですが、モダニストの建築家にとって、例え

ば、複製されたり拡大したり、あるいは繰り返されたり

することと、どう向き合うか、という一種の宿命があると

思うんです。世の中は圧倒的に工業化してきた社会 対談する伊丹氏（右）と古谷氏
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［取材協力］
● 阿部俊英
● 伊丹潤・アーキテクツ
● 渋谷区立松濤美術館
● ホテル ニドム
● ASIANA AIRLINES
─
［その他］
特記のない写真は撮り下ろしです
─
［次号予告］
「INAX REPORT No.181」の
「続 モ々ダニズムの軌跡」は柳澤孝彦氏です

12─ゲストハウス PODO HOTELを含むリゾー
トPINX Golf Clubに隣接する広大な敷地30万
坪に展開するプロジェクト。自然の中の桃源郷のよ
うな村をイメージしている

だったし、これから先のことをいうと、さらに情報化し

ていく社会の中で、一つひとつ丹念につくっていると

いうだけではモダニストとしてはある限定的な場所に

とどまりますから、リピートしなければならない。それに

対してやっぱり僕は、伊丹さんなりの方針を、ここから

示されるといいんじゃないかと、個人的には期待して

いるところなんです。これを繰り返す、こういうふうに展

開するのは、俺の仕事じゃないと言われると、それもひ

とつのやり方かもしれないですが、伊丹さんには、そこ

に何かもう一つ真骨頂を発揮していただけないかな

と思いますね。

伊丹｜非常に重い言葉で、胸に染みます。ただ、自分

はだいぶ歳を重ねてきましたから、何が良いのかとい

うことが本能的に分かってくる。ポドホテルと同じオー

ナーから「ビオトピアプロジェクト」［12］を頼まれてほぼ

完成するんです。教会と、古谷さんに見ていただいた

自然をコレクションするというコンセプトを持つ小さな

美術館が3つ、祈りの美術館を入れると4つになりま

すかね。それに集合住宅、単独住宅、連続住宅があ

って、ある意味ではひとつのミニ都市ですね。

古谷｜僕はやっぱりどうしても期待しているんです。と

いのうは、伊丹さんは最初の話にあったように、相当の

制約のある商業的な空間をつくりながら、それを常に

芸術にまで高めるようなことをされてきた。それから、イ

ンテリアから始まっているけれども、それを突き抜けて

建築に広げられるような仕事をずっとされてきた。実に

稀有な存在だと思うんです。だからこそ、簡単には芸

術作品にはならないような膨大な計画でも、それを突

き抜けて“芸術性を持ち得る”ということを、この道の後

に続く者に示していただきたいんです。

伊丹｜建築家である以上、ちゃんと一つひとつ問題提

起をしながら仕事をしたいという気持はあります。建築

家はそのつど勝負しながら発表をしていくことがトレー

ニングであり、自分の思想なんですね。だから本当に

近代を凌駕するような作品をつくり、何かきちんとした

独特なものをリアリティとして現代に突き出さない限り、

やはり秀でた現代建築にはなり得ない。白井先生は

「建築家は60からだよ」ってよくおっしゃった。僕は、そ

れを70歳に勝手に切り替えているんですが（笑）、やは

り70歳になってみると、見えないものが見えてくるとい

う気がし始めました。徹底的に作品をつくるというより、

楽しい仕事を続けたいと思います。

古谷｜楽しみにしています。僕は伊丹さんの中にある、

何か言葉にならない情念のようなものが、ひとたび“貌”

をまとって姿を現した時に、たちどころに人を招き寄せ

る感じに魅かれます。

今日は、ありがとうございました。

［2009年7月25日収録］   

［対談後記］ 

飄 と々しつつ、
建築を芸術の高みに
持ち上げる
古谷誠章

─

伊丹潤さんに初めて直接お目にかか

ったのは、もう今から15年あまり前に、

ご自身の事務所でもある「HANEGI 

MUSEUM」で開かれた「建築家の

ハンドル展」にお招きいただいた時の

ことだったと思う。伊丹さんとは近所に

住み親交の深かった坂茂さんが推薦

してくれたものだ。当時の僕は、まだ広

島の近畿大学工学部に勤めていた。

そうそうたる建築家諸氏の末席で、僕

はまだドアハンドルなどを作ったことも

なかったから、処女作である「狐ヶ城の

家」の引手などをモックアップにして

出品した。広島からオープニングに駆

けつけると、伊丹さんはにこやかに握

手をして迎え入れてくれた。

その次にお会いしたのもまた

HANEGI MUSEUMで、伊丹さん

が2003年のフランスの国立ギメ東

洋美術館での個展を前にして、「ゲス

トハウス PODO HOTEL」などを展

示された時だった。まるで美しい古墳

群のような屋根の、大きく引き伸ばされ

た写真に大変驚いた。それまでの建築

とイメージが違ったからだろう。何とも伸

びやかである。過去の作品にも曲線の

造形はあったが、もっと硬質な感じと記

憶していた。展示室に人の気配がある

ことに気づいたのか、伊丹さんがわざわ

ざ出て来てくれて、穏やかに作品を説

明して下さった。その場ではどのような

心境の変化ですか、などとはとても聞け

なかったが、今回のインタビューで改め

てじっくりと話を伺うことができて、やっと

その謎が解けたような気がする。

伊丹さんは、今も昔もずっと「大地か

ら生まれ出るような建築」をつくろうとし

続けていたのだ。時にそれは大地に埋

もれ、時にそれは地中から発掘された

鉱物のようでもあり、あるいは大地の一

部を切り取って組積されたり、あるいは

また大地から自然に湧き出たようにつく

られているが、終始それらは大地から生

まれ出ようとしていたのではないか。

建築学科を卒業したが、もともと気づい

たら芸術家に取り囲まれていたという。

「位相─大地」の関根伸夫や、「余白の

芸術」の李禹煥らとの親交はとりわけ

濃密である。当時、予算が限られ敷地

の泥の日干しレンガで建てた「温陽美

術館」が、建築版の「位相─大地」だっ

たと聞いたのは、とても面白かった。

伊丹さんは商業建築という極めて経

済の論理に左右されやすいジャンル

においてすら、終始一貫して建築に芸

術性を追求してきた。現在、盛んに実

現されつつある韓国でのハウジングの

プロジェクト群に、伊丹さんらしい新し

い芸術の可能性を期待するのは僕だ

けではないだろう。

─
ふるや・のぶあき─
建築家・早稲田大学教授
1955年生まれ。1978年、早稲田大学卒業。
1980年、同大学院博士前期課程修了。
1986年から1年間、
文化庁芸術家在外研修員として
マリオ・ボッタ事務所（スイス）に在籍。
近畿大学助教授を経て、
1994年、早稲田大学助教授、NASCA設立。
1997年から現職。
主な作品：
アンパンマンミュージアム［1996］、
詩とメルヘン絵本館［1998］、
早稲田大学會津八一記念博物館［1998］、
ZIG HOUSE／ZAG HOUSE［2001］、
近藤内科病院［2002］、
神流町中里合同庁舎［2003］、
茅野市民館［2005］、
高崎市立桜山小学校［2009］など。
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World Architecture（イギリス）』［PHAIDON／2008］

2002 順天高等学校図書館［順天／韓国］
 「C3」2002.5

2004 ◎慶州世界文化エキスポ公園国際設計競技［慶州／韓国］
 K Villa［済州島／韓国］
 「SPACE」2004.6

 画家のアトリエ［ソウル／韓国］
 「住特」2004.6｜「SPACE」2004.6

 學古齋［ソウル／韓国］
 「SPACE」2004.6

 ◎Daemyung Golf Club House Project［江原道／韓
国］

 ◎Daemyung Golf Condominium Project［江原
道／韓国］

2005 ◎PINX BIOTOPIA Hotel and Condominium 
Project［済州島／韓国］

2006 三つの美術館「風・石・水」［済州島／韓国］
 「新建」2005.12｜「SPACE」2006.1｜「JA」No.62.2006夏｜

「Building ARX」vol.13.2007｜「Roof Design」2007｜「日

経」2008.8.25｜『The Phaidon Atlas of 21st Century 

World Architecture』

 墨の家II［東京］
 「住特」2006.9

 PODO PLAZA［ソウル／韓国］
 「商店」2006.3

 ◎Yangpyeong Project［楊平／韓国］
2007 私の別荘［静岡］
 「住特」2007.4｜『The Phaidon Atlas of 21st Century 

World Architecture』

 Yangji Waldhaus［陽智／韓国］
 「SPACE」2007.7

 Gihung SK APELBAUM［器興／韓国］
 「日経」2008.3.17・8.25

 Duson Museum［済州島／韓国］
 「SPACE」2006.1・2007.6｜「日経」2008.3.17・8.25｜『The 

Phaidon Atlas of 21st Century World Architecture』

 ◎Music Village at Muido Project［舞衣道／韓国］
 ◎IFEZ Arts Center Competition［松島／韓国］
 ◎BUNDANG PROJECT［盆堂／韓国］
2008 OPHEL ゴルフクラブハウス［大邱／韓国］
 LEE BUILDING［ソウル／韓国］
 「日経」2008.8.25

 白磁の箱［ソウル／韓国］
 「日経」2008.8.25

2009 島の教会［済州島／韓国］
 「SPACE」2004.6

 PINX BIOTOPIA TOWN HOUSE［済州島／韓国］
 「SPACE」2007.6

 ◎望郷美術館およびゲストハウス建築設計競技［霊巖／韓
国］

進行中 The CLASSIC ゴルフクラブハウス［済州島／韓国］
 The CLASSIC ゴルフコンドミニアム［済州島／韓国］
 廣州窯ゲストハウス［京畿道／韓国］
 OBOE HILLS 集合住宅［ソウル／韓国］
 Pangyo SK APELBAUM［板橋／韓国］
 POLO クラブハウス［済州島／韓国］
 POLO コンドミニアム［済州島／韓国］
 TAEAN GOLF VILLAGE Project［泰案／韓国］
 PARK MUSEUM［大邱／韓国］
 PARK ゲストハウス［大邱／韓国］
 NAPA WINERY［アメリカ］

主な受賞

1979 日本店舗設計家協会空間賞／ジャズクラブ いもはうす

1980 日本サイン協会賞／富利恵

1992 GOOD INTERIOR DESIGNコンペ優秀賞／石彩の教会｜ナ

ショナル・オーシャニック・ミュージアム国際コンペ最優秀賞

2001 韓国建築家協会作品賞／ゲストハウスOLD NEW

2004 慶州世界文化エキスポ公園国際設計競技優秀賞

2005 フランス共和国芸術文化勲章シュヴァリエ

2006 金壽根文化賞／三つの美術館「風・石・水」｜アジア文化・景観賞

 ◎神戸の家計画案［兵庫］
 ◎ホテル・ニュー函館基本計画［北海道］
 ◇CLOSED I［ソウル／韓国］
 「DESIGN（韓国）」1984.5

 ◇PARAO I［ソウル／韓国］
 「DESIGN」1984.5

 ◎Yハウジング計画案［東京］
1985 彫刻家のスタジオ［香川］
 「JA」1985.3｜「新建」1985.9・12｜「都住」1985.9｜

「HIROBA」1987.11｜「文化」1987.12｜「婦人画報」1989.12｜

「知識」2007.2

 JAPANESE RESTAURANT［ソウル／韓国］

1986 ◎軽井沢の家II［長野］
 ◎郭の美術館計画案［大邱／韓国］
 ザ・キンタ［新潟］
 「新建」1986.5

 ◇PARAO II［ソウル／韓国］
 「商店（別冊）」1986.11｜「WIND」（商店建築社）No.1.1986

 ◇COSED II［ソウル／韓国］
 「商店（別冊）」1986.11｜「WIND」No.1.1986

 余白の家III［愛知］
 張旭鎮記念館［龍仁／韓国］

 「a+u」1987.10

 ◇温室［ソウル／韓国］
 「a+u」1987.11

1987 鎌倉山の家［神奈川］
1988 ◇FOOD’S BAR［東京］
 「商店」1988.10

 ◇刻印の塔［ソウル／韓国］
 「新建」1990.1｜「KA」1992.11｜「日経」2008.8.25

1989 ◎O美術館計画案［新潟］
 ◎HANGANG HOTEL IN SEOUL計画案［ソウル／韓

国］

 ◎田沢湖美術館計画案［秋田］
1990 伊豆ゲストハウス［静岡］
 「住特」1990.12｜「新建」1990.12｜「KA」1992.11

1991 石彩の教会［北海道］
 「新建」1991.6｜「KA」1992.11｜『野口ミチオ写真集ー石に生き

る 和泉正敏の仕事』［悠思社／1994］｜「SD」1996.12｜「日経」

2008.8.25

1992 ブロック・イースト［東京］
 「日経」1992.4.13・1993.6.14｜「KA」1992.11

 ブロック・ウエスト［東京］
 「日経」1992.4.13｜「KA」1992.11

 ブロック・アザー［東京］
 「KA」1992.11

 Ｍビルディング［東京］
 「新建」1993.5

1993 ◎ナショナル・オーシャニック・ミュージアム［釜山／韓国］
 ◎郡山の家［福島］
 OX［ソウル／韓国］
 ピラミデ［千葉］
 「商店」1993.8｜「日経ストアデザイン」1993.8｜「文化」1993.8

 EAT & DRINK［アメリカ］
1995 フランク ステラのための美術館［Homage］［アメリカ］

1996 木の教会・レナード・バーンスタイン記念館［北海道］
 「室内」1996.7｜「SD」1996.12

1997 ◎芸術大学計画案［香川］
 墨の庵、水の庵［空間展示］［東京国際フォーラム／東京］

 「新建」1997.2

1998 ◇墨の庵［東京］
 「新建」1998.9｜「SPAZIO’98」1998.9

 PINX パブリッククラブハウス［済州島／韓国］
 「KA」1998.12｜「新建」1999.3

 PINX メンバーズクラブハウス［済州島／韓国］
 「KA」1998.12｜「新建」1999.3

2000 ゲストハウスOLD NEW［京畿道／韓国］
 「SPACE」2001.3｜「住特」2001.12｜「C3（韓国）」2002.5

2001 ◎土の教会と三梅園プロジェクト［済州島／韓国］
 「SD」1996.12

 ゲストハウス PODO HOTEL［済州島／韓国］
 「C3」2002.5｜「Dialogue（台湾）」2006.7｜「Building ARX

（ロシア）」2007.vol.13｜「Roof Design（ドイツ）」2007｜「日経」

2008.3.17・8.25｜『The Phaidon Atlas of 21st Century 

作品および計画［竣工・計画年／作品名／所在地／掲載誌］
［◇］は現存せず｜［◎］は計画案

1970 ◇京都ストックポイント［京都］  

「知識」1970.2｜「近代」1970.6

 ◇パルス・ビート［東京］  

「店鋪デザイン」1970.8

 ◇CLOUD SEA［東京］  

「店鋪デザイン」1970.11

1971 竹トンボの家［東京］  

「知識」1971.6｜「近代」1971.8｜「都住」1981.9

 ◇清水の家［静岡］  

「新建」1971.4｜「知識」1971.4｜「ジャパンインテリア」1971.5｜

「都住」1981.9

 ◇ソウル・パレスホテル［ソウル／韓国］  

「朝鮮日報」1971.11.6

1972 [A]ハウジング［千葉］
 ◎杉並の家計画案［東京］
 ◎武蔵野丘陵設計競技［東京］
1973 軽井沢の家［長野］  

「ジャパンインテリア」1973.3｜「新建」1973.3｜「都住」1981.9

 ◇終わりの家［東京］  

「SD」1973.3｜「文化」1973.5｜「都住」1981.9

 開かれた窓の家［東京］  

「新建」1973.7｜「都住」1981.9

1975 芦屋の家［兵庫］  

「文化」1975.1

 余白の家I［東京］
 「新建」1975.2｜「店舗と建築」No.14.1979.3｜「都住」1981.9｜

「nob」No.30.1981｜「どりーむ」No.219.1982｜『インテリアブック

2』［トーソー出版／1985］

 ◇墨の家［東京］
 「ジャパンインテリア」1975.2｜「新建」1975.2｜「都住 住宅第9集

（別冊）」1975春｜「建築」1975.3｜「BAUMEISTER（旧西ドイ

ツ）」1975.12｜「店舗と建築」No.14.1979.3｜「都住」1981.9｜

「KA（韓国）」1998.12

 ◇トランク［東京］  

「商店」1975.8｜「店舗と建築」No.14.1979.3

 ◎Yヴィラ’75計画案［ソウル／韓国］
 ◎ウォーカー・ヒル・ヴィラ計画案［ソウル／韓国］
1977 ◇草の家［東京］  

「商店」1977.8

1978 コロンバス［東京］  

「商店」1978.3｜「店舗と建築」No.14.1979.3

1979 ◇ジャズクラブ・ジャンク［東京］
 「店舗と建築」No.14.1979.3

 ◇富利恵［東京］
 「商店」1979.3｜「店舗と建築」No.14.1979.3

 湯沢ドライブ・イン［新潟］
 「商店」1979.6

	 ジャズクラブ いもはうす［東京］
 「商店」1980.7

1980 明月館ビル［東京］
 「新建」1980.1｜「店舗と建築」No.24.1980.1

 朱色の家［東京］
 「新建」1981.2｜「都住」1981.9

 十 ［々静岡］

 「店舗と建築」No.24.1980.1

 ◇智姫［東京］
 「店舗と建築」No.24.1980.1

 なんじゃもんじゃ［東京］
 「店舗と建築」No.24.1980.1

1981 余白の家II［東京］
 「どりーむ」1981.7｜「都住」1981.9｜『SMALL SPACES』［講

談社インターナショナル／1996］

1982 温陽美術館［温陽／韓国］
 「ジャパンインテリア」1982.9｜「新建」1982.9｜「SPACE（韓国）」

1982.10

 ◎石の家計画案［ソウル／韓国］
 「都住」1981.9｜「新建」1982.4

 浜松の集合住宅［静岡］
1983 ◎韓国第二国立競技場設計競技［ソウル／韓国］
1984 ◎T･Tビルディング計画案［東京］

1996

̶ 第1回国際デザインコンペティション審査委員長｜全国タイル業協会

（東京）｜1997

̶ 延世大学特別講演｜延世大学（ソウル／韓国）｜1998・99

̶ 日韓国際シンポジウム学術文化セッションパネラー｜毎日新聞・朝鮮日報

（山口）｜1999

̶ 韓国の学生の為の建築コンペ審査委員長、並びに講演｜正林

（JUNGLIM）（ソウル／韓国）｜2006

̶ 出演：朝のロータリー・男のオモチャを語る｜NHK｜1979.9.10

̶ 出演：美の世界・画家崔広子と語る｜日本テレビ｜1981.8.1

̶ 出演：新日曜美術館－朝鮮民画 素朴さと華麗さ｜NHK｜2005.10.9

パブリックコレクション

̶ 埼玉県立近代美術館［絵画（墨）］［埼玉］

̶ 北九州市立美術館［屏風（墨）］［福岡］

̶ 国立国際美術館［屏風（墨）］［大阪］

̶ 長谷川現代美術館［絵画（オイル）］［静岡］

̶ ジャック・ニコルソン・コレクション［絵画（オイル）］［アメリカ］

̶ 光州市立美術館［建築のドローイング］［光州／韓国］

̶ ニカラグア国立美術館［絵画（オイル）］［ニカラグア共和国］

̶ フランス国立ギメ東洋美術館［絵画（オイル）］［フランス］

主な論文・記事
［タイトル／掲載紙／掲載年］

̶ 流動空間のイメージ｜「知識」1970.2

̶ 魅せられる｜「室内」1971.7

̶ 開かれた知覚｜「近代」1971.8

̶ ソウル・パレスホテル｜「朝鮮日報」1971.11.6

̶ ヨーロッパ｜「新建」1973.1

̶ 水玉｜「室内」1975.7

̶ ある建築家のつぶやき｜「都住 住宅第11集（別冊）」1975秋

̶ 書評：『李朝民画』｜「朝鮮日報」1975.12.12

̶ 土に帰る確かなもの｜「みずゑ」1976.4

̶ 李朝の白・李朝の空間｜「芸術新潮」1976.4

̶ 李朝の家具｜「商店」1976.10―1977.7

̶ 李朝の家具｜「太陽」1977.5

̶ 空気の箱｜「流行通信」1978.7

̶ 黒い紙と白い糸｜「室内」1978.9

̶ 李朝の影｜『The骨董〈第2集〉』［読売新聞社／1979］

̶ 木製サッシについて｜「GA」1979.2

̶ 空間を撃つ｜「SD」1979.3

̶ 特集：人と作品・伊丹潤／空間以後｜「店舗と建築」No.14.1979.3

̶ インタビュー：人と研究｜「世界日報」1979.6.30

̶ 李朝民画によせて｜「世界日報」1979.12.3

̶ 特集：伊丹潤の新作より／空間以後その2｜「店鋪と建築」

vol.24.1980.1

̶ 建築家の義務として｜「東洋経済日報」1980.6.20

̶ 自邸｜『続・書斎の復活』［ダイヤモンド社／1981］

̶ 特集：日本のインテリア｜「nob」No.30.1981

̶ 最小限の建築｜「月刊 韓国文学」1981.4

̶ インタビュー：温陽美術館の設計について｜「朝鮮日報」1981.6.13

̶ インタビュー：李朝建築について｜「京郷新聞」1981.6.17

̶ 写真で追う世界の建築｜「朝日新聞」1981.6.26

̶ インタビュー：東洋のロマネスク｜「世界日報」1981.6.28

̶ 書評：『李朝の建築』｜「日本経済新聞」1981.7.12

̶ 書評：『李朝の建築』｜「週間読売」1981.7.26

̶ その耐えた文化は東洋のロマネスク｜「公明新聞」1981.8.12

̶ 特集：伊丹潤とその世界｜「都住」1981.9

̶ インタビュー：木の床と暮らす｜「どりーむ」1981.11

̶ 特集：日本の建築家｜「新建（臨時増刊）」1981.12

̶ 伊丹潤｜『現代建築家ドローイング集成』［グラフィック社／1982］

̶ 天と地の間に｜「新建」1982.9

̶ 伊丹潤｜『現代建築家ノート』［グラフィック社／1983］

̶ インタビュー：モノをわかる眼｜「クロワッサン」1983.7

̶ インタビュー：本と人｜「読売新聞」1983.9.19

̶ インタビュー：建築家伊丹潤｜「釜山日報」1983.11.17

̶ 白井晟一氏を悼む｜「世界日報」1983.12.1

̶ 特集：伊丹潤｜「モダンリビング」No.33.1984

̶ 私の家｜「ミセス」1984.2

̶ 豆腐｜「室内」1984.10

̶ インタビュー：木の魅力考｜「マダム」1984.10

̶ 写真家・村井修論｜「みずゑ」1984.12

̶ 特集：伊丹潤｜「DESIGN（韓国）」1985.1

̶ インタビュー：建築家の自邸｜「THE21」1985.4

̶ 韓国の庭｜『韓国の庭 冒徳宮秘苑を訪ねて―美谷島醇写真集』［求

龍堂／1986］

̶ 特集：今、建築家は｜「どりーむ」1986.7

̶ 土と石と花｜「銀花」vol.71.1987

（国連人間住居計画―UN HABITAT）／ゲストハウス PODO 

HOTEL

2007 IFEZ Arts Center Competition優秀賞

2008 韓国建築文化大賞優秀賞／Gihung SK APELBAUM

主な著書
［書名／出版社／出版年］

─ 『明日のインテリア』｜日本文芸社｜1969

̶ 『住宅建築のすべて』｜日東書院｜1969

̶ 『李朝民画』｜講談社｜1975

̶ 『李朝の建築』（写真：村井修）｜求龍堂｜1981

̶ 『朝鮮の建築と文化』｜求龍堂｜1983

̶ 『21人の手〈日本建築家ドローイング集〉』｜求龍堂｜1983

̶ 『韓国の空間』（写真：朱明徳）｜求龍堂｜1985

̶ 『伊丹潤1970-1987』｜求龍堂｜1987

̶ 『韓国の建築と藝術』｜韓国の建築と芸術刊行会｜1988

̶ 『高麗李朝聖拙沙』｜ハネギ・ミュージアム出版部｜1992

̶ 『伊丹潤』｜求龍堂｜1993

̶ 『JUN ITAMI』｜建築と環境社（韓国）｜1993

̶ 『PA PRO ARCHITECT 伊丹潤 JUN ITAMI』｜ARCHIWORLD 

Co.,Ltd.（韓国）｜1997

̶ 『ITAMI―Jun Itami 建築と絵画』｜求龍堂｜2002

̶ 『石と風の音』｜學古齋出版｜2004

̶ 『李朝白磁壺―新たなる美を求めて』｜里文出版｜2007

̶ 『伊丹潤 1970-2008』｜主婦の友｜2008

̶ 『李朝白磁抄選』｜ハネギ・ミュージアム出版部｜2009

主な個展
［展覧会名／開催場所／開催年］

̶ 「方法論としての」｜西村画廊（東京）｜1965

̶ 「椅子とドローイング」｜ギャラリー手（東京）｜1980・82・84・85｜｜福井

県立美術館（福井）｜1984

̶ 伊丹潤建築ドローイング展｜札幌ギャラリーR-BOX（北海道）｜1991

｜｜ギャラリー光彩（東京）／ギャラリー倉屋（福岡）｜1994

̶ 「美術と建築・二つの手と目」｜福岡市美術館（福岡）｜1995

̶ 「墨の庵・水の庵」｜EXHIBITION SPACE（東京国際フォーラム／東

京）｜1997

̶ 「日々 の痕跡」｜羽根木ミュージアム（東京）｜1998

̶ 「伊丹潤展」｜ギャラリーQ（東京）｜2001

̶ 「ITAMI JUN」｜国立ギメ東洋美術館（フランス）｜2003

̶ 「ITAMI JUN」｜アエデス建築フォーラム（ドイツ）｜2004

̶ 第2回北京建築ビエンナーレ｜（中国）｜2006

̶ 「ITAMI JUN」｜空間ギャラリー（ソウル／韓国）｜2007

主なグループ展
［展覧会名／開催場所／開催年］

̶ 「三人展」｜西村画廊（東京）｜1966

̶ 「住宅の今日展／23人の作家によるアーキテクチュア」｜銀座松屋（東

京）｜1978

̶ 「21人の作家展」｜Aコレクション（兵庫）｜1982

̶ 「日本建築家ドローイング展」｜空間美術館（ソウル／韓国）／ギャラリーた

かぎ（愛知）／佐賀町エキジビット（東京）巡回展｜1983

̶ 「現代の白と黒」招待作品｜埼玉県立近代美術館（埼玉）｜1986

̶ 「墨の世界から―速水史郎・伊丹潤」｜ギャラリーQ｜1987

̶ 「墨の世界展／記号と意味」招待作品｜西武ホール（滋賀）｜1989

̶ 「郭仁植交流展」｜ギャラリーQ｜1990

̶ 「建築家の椅子展」｜羽根木ミュージアム｜1993

̶ 「建築家のハンドル展」｜羽根木ミュージアム｜1993

̶ 「交叉と距離 伊丹潤・林芳史展」｜ギャラリーQ｜1995

̶ 「NICAF 日本インターナショナルコンテンポラリーアートフェスティバル」

招待作品｜東京ビックサイト（東京）｜1997

̶ 「韓国建築100年展」招待作品｜国立現代美術館（東京）｜1999

̶ 「郭仁植 伊丹潤 巡回展」｜羽根木ミュージアム／ギャラリー・M.A.P（福

岡）｜2000

̶ 「金宗学 伊丹潤 巡回展」｜ギャラリー秀巧社（福岡）｜2002

̶ 「KIAF―韓国国際現代アートフェア」｜COEX Indian Hall（ソウル／

韓国）｜2004

̶ 「Interventions in the Guggenheim Museum Rotunda」招待

作家｜グッゲンハイム美術館（アメリカ）｜2009

講演・その他
［タイトル／主催（開催場所）／開催年］

̶ 伊丹潤建築を語る｜YAMAHA（神奈川）｜1983

̶ 伊丹潤建築の周辺を語る｜INAX（北海道）｜1991

̶ 国際デザインコンペティション審査員｜中央デザイン（ソウル／韓国）｜

̶ インタビュー：黒の空間｜「KAWASHIMA REPORT」（川島織物）

vol.46.1987

̶ 李朝民画シリーズ｜「月刊 韓国文化」1987.11―1988.4

̶ 対談：韓国独特のバランス感覚とは…。（伊丹潤×林貞子（舞踊家））｜

「GINZA POCKET PARK NEWS」（東京ガス）No.18.1988

̶ いやないい店｜「室内」1988.3

̶ インタビュー：プロの住まい術｜「週間読売」1988.4.3

̶ 「李朝」の美感覚｜「婦人画報」1988.8

̶ 対談：速水史郎と｜「GOOD LIVING」（トーヨーサッシ）1988.11

̶ 対談：シー・ユー・チェンvs伊丹潤 映画をつくるように建築をプロデュース

特集：ハイブリット 味と建築｜「HIROBA」1988.11

̶ インタビュー：現代空間のなかの李朝家具｜「なごみ」1989.9

̶ インタビュー：アーティストの家｜「婦人画報」1989.12

̶ 韓国の暮らしと美意識の中の「李朝」文化。そして“むくげ”の白い花…｜

「ASIANA」（ASIANA AIRLINES）1990.1

̶ 建築家・金重業｜「ASIANA」1990.3

̶ 濁りなき李朝｜「なごみ」1990.8

̶ 李朝について｜「The あんてぃーく」vol.8.1990.12

̶ インタビュー：男の隠れ家｜「自由時間」1990.12

̶ 小さな書斎と大きな書斎｜「室内」1990.12

̶ 壊れた白磁壷｜「古美術 緑青」1991.3

̶ 李朝の美意識｜「婦人画報」1991.5

̶ インタビュー：石の建築｜「コンフォルト」No.6.1991.10

̶ インタビュー：李朝の家具について｜「クロワッサン」1992.2

̶ インタビュー：男の書斎｜「自由時間」1992.3

̶ People｜「GA JAPAN」No.1.1992.10

̶ 随筆：仄かに輝き、そして心に染む李朝家具たちよ｜「MORNING 

CALM」（KOREAN AIRLINE）vol.17.1993

̶ Mビルディング｜「室内」1993.5

̶ 建築家の椅子展／ジャズチェアに乾杯｜「住特」1993.6

̶ スン・ヒョンサン－現代建築｜「京郷新聞」1993.6.24

̶ 心が震える時｜「室内」1993.9

̶ インタビュー：多芸多才の芸術家たち｜「BRUTUS」1993.9.15

̶ 私のデビュー作・清水の家｜「INAX REPORT」No.108.1993.10

̶ インタビュー：魂を大地に刻印する建築家｜「STONES」1994.6

̶ インタビュー：くぎ彫り絵画個展｜「毎日新聞」1994.6.5

̶ 対談：石について語る｜「STONES」1994.12

̶ インタビュー：ラウンジ「交叉と距離 伊丹潤・林芳史展」｜「東洋経済日

報」1995.1.20

̶ 粋な椅子たちよ｜「JIA-NEWS」1995.7

̶ 韓国の民家と暮らし｜「月刊 韓国文化」1995.9

̶ 消えない風景｜「室内」1995.9

̶ 前衛の運命を持つ建築家｜『PA  PRO ARCHITECT 金重業 KIM 

CHUNG UP』［ARCHIWORLD Co.,Ltd（韓国）／1996］

̶ 韓国の現代建築家たち｜「建築デザイン」1996.12

̶ 特集：伊丹潤｜「SDレビュー」1996.12 

̶ 特集：李朝を愉しむ｜「月刊太陽」1997.2

̶ アテネのアクロポリス｜「KAJIMA」1997.5

̶ ミニ・レター：墨の世界を求めて｜「室内」1997.8

̶ 特集：伊丹潤｜「KA」1998.12

̶ インタビュー：北のデザインを聞く―石の教会｜「北海道新聞」

1999.6.13

̶ 特集：李朝民画｜「遊楽」No.87.2001.11

̶ 特集：伊丹潤｜「KA」2002.5

̶ 寄稿：脇田和｜「脇田和展」カタログ（世田谷美術館）2002.10.5

̶ 特集：特集・ITAMI JUN｜「DOVE（フランス）」2003.8

̶ 特集：伊丹潤展 in PARIS｜「SPACE（韓国）」2003.9

̶ 伊丹潤｜『建築家のメモ―メモが語る100人の建築術』［丸善／2004］

̶ 朝鮮古美術やぶにらみ遍歴｜「遊楽」No.103.2004.7―

No.107.2005.3

̶ 特集：特集―ITAMI JUN｜「SPACE」2004.6

̶ 放浪の画家たち｜「朝鮮民画展」カタログ（ソウル歴史博物館・日本民芸

館）2004.9

̶ 特集：二人の芸術家―伊丹潤とLee Younghak｜「月刊美術」

2004.9

̶ 特集：人と作品｜「幸福の家（韓国）」2004.11

̶ 特集：伊丹潤特集｜「SPACE」2006.1

̶ 清雅な建築｜「芸術新潮」2006.8

̶ 特集：海外のアートシーンから―Beijing Biennale（北京ビエンナーレ）｜

「美術手帖」2006.12

̶ インタビュー：リゾートで春の休息を｜「東亜日報」2008.2.29

̶ 特集：注目の10人｜「日経」2008.3.17

̶ 特集：韓国の新美術空間レポート｜「月刊美術（韓国）」2008.4

̶ 特集：伊丹潤｜「日経」2008.8.28

掲載誌凡例
「近代」→近代建築 「住特」→住宅特集 「商店」→商店建築
「新建」→新建築 「知識」→建築知識  
「都住」→都市住宅 「日経」→日経アーキテクチュア 
「文化」→建築文化 「JA」→the Japan architect

special feature 1
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